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調査次数 調査地区 面積 調査期間 調 査 地 所有者等 備 考 担当者 概報頁

藤原宮

71-15
6A」 F―
Q 80rr

94. 3. 7-
94. 3.14

橿原市縄手町170-1
(宮西方官衛地区)

中西利一 擁壁工事等 村 田 和弘
17

75--1
5A」 L―
F

100rf
94. 4. 4-

94. 4.21

橿原市四分町302

(宮西面外濠)
橿原市 道路拡幅 深 澤 芳樹

75--5

5A」 H一
P・ H・ A
5A」 G―
FoN
5A」 C―
UoN

630rド
94. 6.28-

94. 7.18
橿原市四分町他 (宮内) 橿原市

四分木之本

線水道管布

設替

深澤 芳樹

75-6 5A」 G―
U 84Hf

94. 7.14ハΨ

94. 8. 2

橿原市四分町
293-2・ 294

(宮西方官衛地区)

橿原市
四分団地建
替

大脇  潔 13-16

75--7
5A」 F―
Q 160rr

94, 7.19-
94. 8. 5

橿原市縄手町167-6
(宮西方官衛地区)

田村進・ 隆

久

作業小屋建

設
大脇  潔 18-19

75-9 5A」 C―
P

146雷
94. 9.14-

94. 9.22

橿原市高殿町245

(宮内)
三橋栄次 住宅建替 島田 敏男 36

75--12
5A」 E一
U 436■ド

94,10,11かΨ

94.11.15

橿原市醍醐町43-5
(宮西方官衛地区)

森口清信他 宅地造成 佐川 正敏 20-24

75-13 5A」 B 384■苫

94.11.10-
94.11.28

94,12. 1-
94.12. 8

橿原市高殿町 (宮内) 橿原市 道路拡張
之

則

裕

義

子

本

金

橋
25ハウ34

75-14
5A」 K―
C 70雷

95, 1.23-
95, 127

橿原市縄手町
199-4・ 192-1・ 6

(宮内)

橿原市 歩道拡張 橋本 義則 未収録

75--18 5A」 G 200df
95。  3. 7-

95. 3.27

橿原市四分町
(宮西方官衛地区)

橿原市
四分団地造

成
藤 田 盟児 未収録

76
5A」 G―
SOR 20501ド

94. 8. 1-
94.10. 5

橿原市四分町288・ 289

(宮西方官衛地区)
橿原市

四分団地造
成

佐川 正敏 7-12

5A」 L―
E
5A」 G―
T

9001ド
94.12. 1-

95. 2. 6

橿原市四分町
(宮西方官衛地区)

橿原市
四分団地造

成
藤田 盟児 未収録

藤原宮の調査一覧



西方官衡地区の調査

A 第76次調査

(1994年 8月 ～ 10月 )

本調査 は奈良県橿原市が四分町288・ 289番地 において予定 している住宅改良事業用地 の造成

に伴 う事前調査である。調査区は東西 50m、 南北40mで 設定 し、東を若千拡張 したので、調査

面積 は2050だ とな った。1994年 8月 1日 か ら上土掘削を開始、同年 10月 5日 に埋 め戻 しを完了

し、調査を終了 した。本調査区 は藤原宮西方官衡地区にあた り、宮西面南門の北東部、すなわ

ち宮内先行条坊 の五条西二坊東南坪 に位置す る。調査区の北では鴨公小学校 の移転 (第 5～ 9

次調査)や個人住宅の建設 に伴 い (第 54-9、 58-2、 60-13、 63-10次調査 )、 西では鴨公幼

稚園の建設 に伴 い (第 33次調査 )、 東では倉庫の建設 などに伴 い (第 27-9、 63-5、 63-8

次調査 )、 南では四分団地 の建て替えに伴 い、発掘調査が数次 にわたって行 われて きた。 その

結果、宮内先行条坊五条西二坊東南坪 の北半 には、四周を掘立柱塀 S A 1215。 1216・ 6985・ 7000

で囲まれた長方形 の区画があることが判明 した。 この区画の北辺 の塀 S A 1215は 宮内先行条坊

の五条 々間路南側溝 の内側 に、東辺 の塀 S A 6985は 宮内先行条坊 の西一坊大路西側溝想定位置

の内側 に、それぞれ位置す るので、区画 は先行条坊側溝の掘削後 の宮直前期 に設置 されたと考

え られている。本調査区では、その区画の南辺の塀 S A 7000の 西半部 と西辺 の塀 S A 1216へ の

曲が り角、 さ らにその区画の南の利用状況が明 らかになると予想 された。 また四分団地 にあっ

た弥生時代 の集落 に北接す る空間の利用状況 について も、情報が得 られると期待 された。

遺 構

調査の結果、弥生時代か ら藤原宮期 までの遺構 を検出 した (Fig。 3)。 なお、 多 くの上坑 の

所属時期 は出土遺物の整理を待 って決 めたい。

藤原宮期 とその直前の遺構 遺構 は耕土・ 床土 直下  厚
10(cn)

で確認で きるが、本来 の生活面 はすでに削平 されて
 30～ 40

いる (Fig 2)。 掘立柱建物 4棟 (S B 8200～ 8203)、
20～ 30

掘立柱塀 4条 (S A 1216・ 7000・ 8204・ 8205)が あ

る。 S B 8200は 調査 区東南隅 にあ る桁 行 5間 以 上  10～
20

5～ 15

(柱 間寸法約 2.lm)、 梁行 2間 (柱 間寸法約 2.4m)
10´-20

の南北棟で、柱掘形 は一辺lm強 と大 きい。 S B 8201

は調査区南寄 り中央 にあ り、桁行 3間、梁行 2間 の 20～
40

東西棟で、 柱間寸 法 は1.5～ 1.8mで あ る。 S B 8202 50～ 60

は調査区西南隅 にあ り、桁行 3間、梁行 2間 の南北

棟で、柱 間寸法 は1.5mで あ る。 北 で若干西 に振 れ

藤原宮期 飛鳥時代・

古墳時代中期の遺構面

古墳時代初期～殊生時代
末期の包合層と遺構

弥生時代後期の
包含層と遺構

弥生時代中・後期の

1可川堆積物

黒褐色土 (耕土)層

茶灰褐色土 (床土)層

暗禍色粘土層

砂混 り暗緑灰

色粘土層 な ど

暗緑灰色粘土層
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Fig 2 第76次調査基本層序模式図
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Fig 3 第76次調査位置図および周辺調査の藤原宮期等の遺構 (1:1500)
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Fig 4 第76次調査遺構図 (1:300)



る。 S B 8203は 調査区西寄 り中央 にあ り、東西 2間 (約 4m)、 南北 2間 (約 3m)で 、柱 間

寸法 は不揃 いである。第63-8次調査で検出された S A 7000の 西半が、 21間 分検 出で きた。 さ

らにこれが調査区西北隅で北 に曲が り、第 6次調査で検出された S A 1216に つなが ることが判

明 した。 S A 7000は 柱間寸法が 1.5～ 2.4mで 、西寄 りの掘形平面 は東 の もの に比べて大 き く、

かつ深 い。 S A 1216は 2間分を検出 した。その柱間寸法 は2.lmで ある。 S A 8204は S B 8201の

東北 にあ り、柱間寸法が 1.5～ 2.lmの 南北塀 (3間 )で、掘形 は浅 い。 北 で東 に若干振 れ る。

S A 8205は S A 8204の 西北 にあ り、柱間が 1.5～ 2.4mの 南北塀 (7間 )で ある。

飛鳥時代の遺構 井戸 S E 8206は 調査区東壁中央 の床土 直下 で検 出 した (Fig.5)。 北 で西 に

45° 振れ ることか ら、その所属時期を飛鳥時代 と推定 して い る。 掘形 は一辺 1.3～ 1.5mの 方形

で、深 さは1.5mと 浅 い。井戸底 は後述す る弥生時代 の河川 S D 7014の 埋土である灰色砂層の上

にあたる。井戸底 に三枚組接 ぎによる蒸籠組 の井戸枠が一段分残 されている。男木 は長 さ80～

83cm、 幅 18～ 24cm、 厚 さ 3 cmの 板を材料 とし、納の長 さは4.5～ 5 cmで ある。女木 は長 さ92～ 94

cm、 幅24cm、 厚 さ 3 cmの 板を材料 とし、納の長 さは6.5～ 7 cmで あ る。 井戸 の掘形 の深 さか ら

みて、井戸枠 は少 な くとも三段分あ ったと推定 される。井戸枠の内面 に沿 って、 自然木 の先を

削 って尖 らせた木杭 10数 本を井戸底か ら地下 lmほ ど打 ち込み、井戸枠の外面 に土 と木切 れを

入れて裏込 め して、井戸枠を固定 していた らしい。井戸枠の うち 2枚 の井戸底 に接 していた面

に、太納穴が残 っているので、 これ らは別 の井戸枠 もしくは建築部材を転用 したと考えられる。

この太 Ithは 再利用の際に、すでに抜かれている。

古墳時代の遺構 床土下の灰褐色土層を掘 り下

げ、現地表下 0。 7～ lmで 旧河川 3条 (S D3100・

8216・ 8217)を 検出 した。 いずれ も東南 か ら西

北へ流れ る。切 り合いか ら、 S D 8217→ 3100→

8216の 順 に新 しくなる。 S D 8217は 幅 2m前後、

深 さ0.5mで 、その埋上 には土 師器 のみを含 む。

S D 3100は 第33次調査で も検出 されてお り、 幅

4～ 8m、 深 さが最 も深 い所で 2m以上 あ る本

格的な河川である。岸が崩落す る危険があ った

ので、川底の検出は断念 した。その埋土の大半

は砂層 と礫層 の互層か らなる。 そ こか ら5世紀

後半の土師器 と須恵器、韓式土器が出土 し、 と

くに埋土最上層か らの出土量が最 も多 い。 SD

8216は 幅約 lm、 深 さ10cm程 で、埋上 には土器 の

細片を含む。なお S D 8217に ほば平行 して、 人

Fig 5 飛鳥時代の井戸 S E8206(西から)

Fig 6 古墳時代の河川 S D3100(北西から)
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と偶蹄類の足跡 を多数検出 した。

弥生時代の遺構 弥生時代の遺構・ 遺物を検 出

す るために、下層調査 区 (面積243∬ )を 設定

した。基本層序灰褐色土層下の暗茶褐色土層 と

その下 の暗褐色粘土層か らは、弥生時代末期 ～

古墳時代初期の過渡期 の土器が出土 した。 それ

らを順次掘 り下 げて、砂混 り暗茶褐色土層上面

で土坑 2基 (S K 8218・ 8219)を 検 出 した。 出

土土器か らみて、弥生時代末期～古墳時代初期

の上坑である。砂混 り暗茶褐色土層か らは弥生

時代後期 の上器 が多量 に出土 した (Fig.7)。

その下位の茶褐色粘土層上面 で旧河川 1条 (S

D7014)を 検出 した。埋上の灰色砂層 か ら弥生

時代後期 の土器が出土 した。 S D 7014は 第 63-

8次調査でみつか っている河川のつづきである。

下層調査区の南北 にさらに深掘区を設定 した。

その結果、 まず北区では、砂混 り暗緑灰粘土層

上面で方形周溝墓 2基 (S X 8220・ 8221)を 部分的に検出した。 S X 8220の 北側の溝が S X 8221

の南側の溝 となり、両者の東側の溝は南北方向に連続する。その一辺は 6m以上あり、残存す

る周溝の上幅は 2m、 深さは1.5mで ある。砂混 り暗緑灰色粘土層か ら暗緑灰色粘土層 までの

上層を削 り出し、上に封土を盛 ったのであろう。封土部分はすでに削平されている。周溝から

土器片が 1点出土 したが、細片のため時期は特定できない。 しか し、層位的にみれば、 SX

8220・ 8221は 弥生時代後期のものと推定される。なお S D 7014よ り北の砂混 り暗緑灰色粘土層

から暗緑灰色粘土層までの上層は、後述する南区に比べて安定 している。つぎに S D 7014よ り

南は砂 とシル ト、粘上の互層の厚い堆積物が確認され、流れを何度 も変えた旧河川の堆積上の

一部であったことが判明 した。堆積土か らは弥生時代中～後期の土器と流木が出土 した。

まとめ

先行条坊五条西二坊東南坪の北半の区画 本調査によって、 この区画の東西幅が87.5～ 88m、

南北幅が58.2～ 58.8mで あることが判明 した。南辺の塀 S A 7000は 東西41間 である。西か ら12間

目が幅3.8mと 広 く、12間 目の柱が S A 8205の 延長上にあることか ら、 ここが門だった可能性が

ある (Fig.4↑ E口 )。 北辺の塀 S A 1215は 41も しくは42間、西辺の塀 S A 1216は 推定25間 である。

さて区画の位置や規模は何を基準に設定されたのだろうか。 S A 1215の 位置が先行条坊五条々

間路に、 S A 6985の 位置が西一坊大路に規制されていることから、 この区画の造営時期は従来、

Fig 7 弥生時代後期土器の集中 (西北から)

Fig.8 方形周溝墓 S X8220・ 8221(東から)
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先行条坊の側溝を掘削 した宮直前期に近い時期 と考えられてきた。区画の東西幅87.5～ 88mは、

藤原京の地割 りの基準値である750大尺の 1/3の 250大尺である。区画の南北幅58,2～ 58.8mは 、完

数尺が得 られないが、先行条坊五条大路北側溝 と五条々間路南側溝の間の敷地のほぼ 1/2に あた

る。その後 この区画内の建物配置が大 きく改変されるとか、区画塀を切る新 しい建物が建てら

れることはなく、 この区画は先行条坊の西一坊大路を宮内道路 とする藤原宮期にも存続 した可

能性がある。第63-3次調査では、 この区画の東南隅の S A 6985が 南へ少なくとも 1間延びる

ことが確認されている。 しかし、 S A 6985は さらに南の第27-9次調査区までは延びていなかっ

た。また、本調査区で検出したこの区画の西南隅で、 S A 1216が 南へ延びることはない。 した

がって、 この区画の南側に同規模の区画はない。また、区画の南側で検出された建物も少ない。

藤原宮の西側の西面中門寄 りの官衛については、馬寮が候補に挙げられている (『 報告』 Ⅱ)。

平城宮では西面中門佐伯門に接 してその南北に馬寮があり、さらに藤原宮西面中門の東南部で

も桁行 18～ 20間 の長大な建物 4棟が整然 と建てられているか らである。 ともあれ、文字資料の

発見を待 って、官衡の機能に結論を下すことになろう。

推定飛鳥時代の井戸 S E 8206 井戸 S E 8206は 、蒸籠組井戸 としては飛鳥・ 藤原地域で最古の

部類に属する。 この井戸の時期をさらに絞 り込む遺物はみつか らなかった。本調査区にはSE

8206と 同様の振れをもつ建物遺構はないが、約100m西方の第33次調査区には S E 8206と 同様の

振れをもつ掘立柱建物 S B 3085～ 3088が ある。あるいは両者の間になんらかの関連があるのか

もしれない。

古墳時代の旧河川 S D 3100の 土器はどこから捨てられたか S D 3100の埋土最上層 は暗褐色土

で、出土土器には完形品が多 く含まれており、 しかも遠方か ら流されてきた形跡がない。本調

査区でこの時期の住居跡はみつかっていないが、本調査区の南で行われた第 3次調査で、土坑

S K 580と 井戸 S E 555・ 669か ら同時期の上師器と須恵器が出土 している (『 報告』 Ⅲ)。 した

がって、四分遺跡には土坑や井戸を含む古墳時代の集落があって、そこからS D 3100に 土器が

廃棄された可能性が高い。

弥生時代四分遺跡の北側の様相 弥生時代後期の土器を比較的多 く含む土層は、下層調査区以

外に、古墳時代の河川 S D 3100の 両岸断面でも確認できるので、四分遺跡の北側にも後期のあ

る段階の生活廃棄物の廃棄場があったようだ。つぎに第69-12次・ 第71-1次調査などによっ

て、弥生時代四分遺跡の北側には、方形周溝墓がまとまって存在 した可能性が高まっている。

今回検出した 2基の方形周溝墓 S X 8220・ 8221は 、それらの一群をなす ものであ り、従来検出

されたもののなかで、集落に最 も近接 している。その時期は層位的にみて、弥生時代後期 と推

定される。さらに下層調査区の深掘南区の土層の堆積状況からみて、弥生時代中期か ら後期に

かけてのある段階に、四分遺跡の北側で、洪水が頻繁に発生 したと推定される。
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B 第75-6次調査

(1994年 7月 ～ 8月 )

本調査 は、市営住宅の建設 に先立 ち、橿原市四分町で実施 した ものである。調査地 は、藤原

宮西方官衛地域 にあた り、第69次東区の南、第69次西区の東 に位置す る。今回の調査で は、 藤

原宮期 における当地域 の利用状況 と、下層の弥生時代集落の広が りを確認す ることを目的 とし

た。東西 7m、 南北 12mの 範囲を上層 と下層 にわけて調査 した。調査面積 は84だ である。

遺 構

上層遺構 調査区の基本的層序 は、上か ら現代 の盛土、水田の旧耕土・ 床土・ 黄灰色砂質土・

灰褐色微砂質上 の順であ り、上層遺構 は、灰褐色微砂質上 の上面で検出 した。

上層で検 出 した主 な遺構 には、小規模な掘立柱建物 S B 8340と 、東西溝 S D 8335が ある。

S B 8340は 、桁行 3間、梁行 2間 の南北棟建物である。柱間寸法 は桁行・ 梁行 ともに1.8m前

後でば らつ きがあ り、直径約10cmほ どの柱痕跡が残 る。柱穴出土 の遺物が少ないため、その所

属時期 は明 らかではないが、藤原宮期直前か ら藤原宮期 にかけての遺構 と考え られる。

東西溝 S D 8335は 、幅約 lm、 深 さ約0.lmの 浅 い溝であるが、周辺 の調査区では延長部分を

検出 してお らず、その性格 は不明である。 7世紀後半の上器が少量 出上 した。

下層遺構 東西 5.5m・ 南北 1lmの 調査区で、下層 の調査 を実施 した。 層序 は、 藤原宮期 の遺

構を検出 した灰褐色微砂質土か ら下 に順 に、明黄灰色粘質土、黒褐色土、 黄色土混黒褐色土、

青灰色砂質土 (地 山)で ある。弥生時代 の遺構検出は青灰色砂質土上面で行 った。 その結果、

弥生時代中期 に属す る土坑や溝 などがみつか り、調査地北端 の井戸 S E 8332か らは特 に豊富 な

遺物が出土 した。

Y=-17.785

|

Y=-17,780

|

Y=-17,785

|

Y=-17,780
|

x=-166,935

Fig 9 第75-6次調査遺構図 (1:200)
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S E 8332は 掘形上面が直径5.5m内 外の円形に近い素掘 り井戸で、深 さは1.7mで ある。底か

ら30cmほ どは礫混青灰色砂に達 しており、特に湧水が激 しかった。 この井戸からはおもに弥生

中期前半の土器に伴 って木製の鍬・ 斧柄・ 腰掛・ 容器、用途不明の鹿角製品、さらにクマネズ

ミ属 (Rattus sp。 )頭骨・ 穿孔されたイノシシの下顎骨などが出土 した。

Fig 10 S E8332出土木製品 (1)(1:4)・ 鹿角製品 (2)(1:3)

藤原宮第75-6次 調査 (四 分遺跡)における寄生虫卵・ 植物遺体分析

試料と方法 試料は、井戸 S E 8332の 上部・ 中部・ 下部および地山の計 4点である。

寄生虫卵分析は、試料 1面 にフッ化水素酸処理を施 しプレパラー トを作製 して行 った。 1爾

あたりの出現数は計数比から算定 した。

花粉分析は、試料に水酸化カ リウム処理、 フッ化水素酸処理、アセ トリシス処理の各処理を

施 し行 った。花粉出現量 (定量)に ついては、その計数比から試料 1∬ の出現数を算定 した。

種実同定は各々100ccを 0.25mmの 舗で水洗選別 し、分類を肉眼および実体顕微鏡下で行 った。

寄生虫卵分析 (Tab.4) 寄生虫卵は回虫類、鞭虫類、マンソン裂頭条虫が検出された。中部

において試料 1爾 あたり1000個以上寄生虫卵が検出され、下部においても500個以上であった。

地山からは何 も検出されなかった。中部 と下部では鞭虫類卵が多い。寄生虫卵のかなりの汚染

分類群 (1/10∝中) 5AJG‐WF83大土坑 5AJG… WF84
学 名 和名 部位 上部   中部  下部   大土坑地山

Ascarls

狩 Fchばrs

DわねyFFobothoruiva naandoれ

回虫類      卵殻

鞭虫類      卵殻

マンノン裂頭条虫  卵殻

８

６

９

３

　

２

　

７

０

４

８

２

計

(lcm3に 算定)

Total

(140)  (1120)  (620)

Tab 4 寄生虫卵分析結果



およびなん らかの糞便 の堆積物が、 S E 8332に 堆積 しているとみなされる。

花粉分析 (Fig.11) 結果 は図に示 した。各試料 とも樹木花粉 よ り草木花粉が多 い。 上部 で は

イネ属型 を含 むイネ科が優 占す る。中部 と下部で は ヨモギ属やオナモ ミ属が多い。樹木花粉 で

はヨナラ属 アカガシ亜属が主 に優 占す る。

1        樹木花粉       |
イ

テイ    コ

マ ィヌ  ヨ  ナ    エ

ツ 科ガ  ナ  ラ    ノ

属 |ヤ ラ 属 ニ キ

複  科 ク 属  ア  レ 属

維  |リ コ  ガ  属 | ト

ア

カ

ザ

科      オ

管  ヒ |ナ  ガ   | ム ネ                               |      ナ       ョ

大土坑  モ ツ 束  ノ シ ラ  シ  ケ ク

 と          栞        ロ ィネ属型      三      て      翠ミガ亜 ス キイ亜  亜  ヤ ノ
属 属 属 ギ 科 属 属  属  キ キ 属         科 科      属      属

VC‐W
牛 83上

部

中部

下部

qc
F‐ 84地山

♂
%           11%未満

Fig ll 主要花粉組成図

種実 同定 (Tab.5) 種実 は数量 が少 な い。 ウ リ類・ イ ネの食 用 とな る栽 培植物 の種実 が や や

多 い。他 はイ ネ科・ タデ属・ ナデ ンコ科 な どの雑 草類 が検 出 された。

分類群 5A」 G‐WF83大 土坑     5AJG― WF84

学 名 和名      部位     上部    中部    下部  大土坑地山

■

・
　
　
田 ■

　
　
■

■
　

　

■ ‐

H

中

herb         草本

Oryza satr1/aL イネ     穎     17   15
Settrra        エノコログサ属  穎                    1
Gra―cac A・B    イネ科A・ B   穎       4     3
FatouaレJOδa脆れr クフクサ    種子      1
Scupws       ホタルイ属   果実      2     2
Qヮ9rus       カヤツリグサ属  果実                  1
Pοl昭OnШ ス・B    タデ属A・ B   果実       2     2
Cheコop∝的ロ    アカザ属    種子      1
Amattnh口δ     ヒユ属     種子      1
働ryoph/」 acea9   ナデシヨ科   種子      3     7     5
Torlr.JapOnlca DC ヤブジラミ   果実            5
Pcrra        シッ属     果実            1
Sdana∞ac      ナス科     種子      1           1
Cvcumrs mer。 と ゥリ類     種子      10     1     1

破片      4     3     1
E研わ協 pros陸 綾L  タカサブロウ  果実      8     2     4

Total       合計 54         41         14            0

Tab.5 種実同定結果 (試料100cc中 )

推定される植生と環境 (Fig,12) S E 8332の 堆積物の分析結果では、鞭虫類を主 とす る寄生

虫卵の出現密度がかなり高いため、多 くの糞便の堆積が含まれているとみなされる。肝吸虫・

横川吸虫が含まれていないため、寄生虫卵組成か らヒトの糞便に起因するかどうか判断できな

い。花粉分析ではヒトの糞便に起因する食用植物の花粉 は認められないといってよい。種実で
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■

…

□

は、 ウ リ類 の種子が含 まれるものの、

イネは穎 (籾 殻)で あ り、雑草類 も多

い。 また、層位的な変化 において寄生

虫卵・ 花粉・ 種実 の出現傾向は一致 し

ない。 ヒ トの糞便だとすれば、一度乾

燥 した分解的な環境下 におかれ弱 く小

さな吸虫類 の卵が分解 した後、汚染 的

に再堆積 した可能性を考えねばな らな

5× 102 grans/cln3 5× 403 grams/cln3 50Brahs/cm 3  い。 この場合、近接 して高密度の汚染

Fig 12寄生虫・花粉・種実出現図        源があ ったか人 口密度が高 く、その汚

染域であったと考え られ る。

人体寄生虫である回虫・ 鞭虫 と飼育 されたブタに寄生す るブタ回虫・ ブタ鞭虫の卵殻 は、形

態的に区別が困難である。回虫類 と鞭虫類 は ヒ トとブタにのみセ ッ トで感染す るため、 これ ら

が ブタ起因の寄生虫卵である可能性 も考えねばな らない。 マ ンソン裂頭条虫 はイヌ・ ネコ・ キ

ツネなどに感染す る寄生虫であ り、 ヒ トは中間宿主 とな る。 このため ここではイヌに起源す る

とみなされる。 よって、 S E 8832の 埋没段階にブタやイヌの糞を集 めて投棄 した可能性 もあ る

と考え られる。 これ らの仮定 に立つな らば、四分遺跡で はかな りの数 のブタとイヌが家畜 とし

て飼われていた可能性があろ う。 ただ し、現状では対比資料がな く仮定的ない し想定的な解釈

を抜 け出 しえない。

周囲の植生であるが、中部 と下部か らはオナモ ミ属や ヨモギ属 が繁茂 し、やや乾燥 した状態

であったと推定 され る。上部で は、 イネ属型 を含むイネ科 の花粉が多 いため、水 田が近接 して

広 く分布す るようにな った とみなされ る。森林植生 としては、 コナ ラ属 アカガシ亜属を主 とす

る照葉樹林が地域的な森林 として分布 していた。ただ し、上位 に向か って コナラ属 アカガシ亜

属 は減少す る。 トネ リコ属 は湿地林を形成す るため、 トネ リコな どの湿地林が近 くにあった こ

とが推定 される。
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C 第71-15次調査

(1994全F3月 )

本調査 は個人住宅の新築 にともな う事前調査である。東西 4m、 南北20mの 調査区を設定 し

た。調査地 は宮内西方 に位置す る。調査区の近辺で は、かつて第27-6次調査、第66-2・ 3・

4次調査 において、中世環濠集落の環濠を検出 し、環濠の規模を推定 している。本調査区は第

66-3次調査区 と第66-4次調査区のほぼ中間に位置 し、本調査で も中世環濠の検出が期待 さ

れた。基本的な層序 は、地表面か ら耕土・ 床土・ 暗灰褐色粘質土 。淡灰色砂質土 (地 山)の 順

で、遺構を検出 したのは暗灰褐色粘質土面である。

検 出 した遺構 は溝 1条 と土坑 4個 である。

S D 7293は 幅約4.4m、 深 さ70cmの 東西溝である。溝内か ら軒平瓦 6641C形 式・ 6275A形 式 と

多量の羽釜類や14世 紀主体の上師器皿・ 灯明皿が出土 した。出土位置、出土遺物か ら考えて、

第66-3・ 4次で検出 した中世環濠 と考えて間違 いない。

4つ の土坑 の うち、北端の土坑か らは14世 紀代の瓦器が出上 した。その他 の 3つ の土坑 は当

初、建物の柱穴 と思われたが、その東西 に並行す る柱穴 はな く、深 さもそれぞれ異 なることか

ら現時点で は建物 の柱穴 とは考え られない。

X=-17,768
|

|
x=-166(385

X=-166.395

(1:2000)
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Fig 13 第71-15次 、75-2,7次調査位置図 Fig 14 第71-15次 調査遺構図 (1:200)



D 第75-7次調査

(1994年 7月 ～ 8月 )

本調査は、作業小屋建設に先立ち、橿原市縄手町で実施 したものである。調査地は、醍醐池

の西方で藤原宮西北部にあたる。 しか し、周辺の調査では、後世の削平が著 しく、宮に関する

遺構はほとんど検出されていない。ただし、第27-6次調査、第63-2次調査、第66-2・ 3・

4次調査では、 14世 紀頃の土器をともなう二重の環濠をめぐらした方形の区画の存在が判明 し

ている。今回の調査地は、 この方形の区画内中央西寄 りの位置にあたる。南北 15m、 東西 8m
の範囲に調査区を設け、調査面積は120∬である。

調査区の基本的な層序は、上から水田耕土・ 木土、黄褐色ないしは灰褐色砂質土の地山とな

Υ=-17、 770

|

Y=-17765

|

る。 しか し、床上の直下か ら掘

| 
り込まれた多数の土坑による撹

乱が著 しく、遺構は灰褐色砂質

上の上面で検出した。

検出した遺構には、井戸 2基

X=-166360と 多数の方形をなす土坑群があ

る。

井戸 S E 8350は 、 大形 の円形

掘形 を もつ方形縦板組横桟 どめ

の井戸である。掘形の大 きさは、

掘削 時 には直径3.2m、 深 さ2,7

mほ どであった とみ られるが、

井戸枠を抜 き取 る際に北西方 向

か ら穴を掘 ったために、最終 的

には長径約 4mに広がっている。

井戸枠 はほとん ど抜 き取 られ、

最下段の横桟 の南半分 と一部 の

縦板が残 っていたにす ぎない。

縦板の幅は約20cmあ るが、 厚 さ

は5mm程 度 の ご く薄 い もので あ

る。井戸底 に、水溜 に使われた

大小の曲物 3箇が遺存 しており、

この うち上段 と中段 の曲物 の外

面 に墨書が認 め られた。中段 の

X=-166、 370

0      1           5m

Fig.15 第75-7次調査遺構図 (1:100)
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それは、「承安四年十月 □□□ 詔 」 と判読できる。抜取 り穴か ら多数の瓦器 と土師器が焼
[貞 力]

土 とともに出土 した。

井戸 S E 8355は 、円形掘形を もつ円形石組井戸 である。掘形 の大 きさは、直径 2m、 深 さ2.4

mほ どであるが、湧水 はあまり認 め られない。石組 の内法 の直径 は約 0.8mあ り、人 頭 大 か ら

拳大 の川原石 を積む。底 に曲物 を 3箇利用 した水溜があることを確認 したが、石組が崩 れ る可

能性があ ったため最下段 までは掘 り下 げなか った。少量ではあるが13世 紀頃の土師器 な どが出

上 した。

これ以外 に、調査区の全域で多数検 出 した方形 ない しは長方形を呈す る土坑群 は、遺物 が乏

しくその所属時期を決定で きない。 しか し、土層観察 によれば大半 は床土直下か ら掘 り込 まれ

てお り、比較的新 しい時代 の遺構 と推定 され る。

井戸 S E 8850の 抜取 りか らは、多数 の瓦器椀・ 小皿、土師器小皿・ 羽釜 と、鉄釘 3本が焼土・

壁土 とともに投 げ捨て られた状態で出上 した。土器 はいずれ も12世 紀後半 の特徴を もつ もので

あ り、井戸底 の水溜 として利用 されていた曲物 に書 かれた「承安 四年」 (1174)の 墨書 銘 と も

矛盾 しない。縦板 として用い られた板が曲物 の素材 と推定 される厚 さ 5 mm内 外 の薄 い ものであ

ることか ら、 この井戸 の存続年数 もあま り長 い もの とは考えに くく、今後、 この時期 の上器編

年 の実年代 を考える上で格好 の材料 となろう。

~7

8

-9

-10 11

~12  
く
く こ ≡ ≡ ≡ ≡ 垣 正 三 三 Ξ

可 7

4

5

~6

o               10cm

Fig.16 S E 8350抜 取穴出土土器 (1～ 4瓦器 5～ 17土師器 18陶器)
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E 第75-12次調査

(1993年 10月 ～ 11月 )

本調査 は奈良県橿原市醍醐町43-3・ 5・ 6・ 7番地 において予定 されている宅地造成 (盛 土・

整地 )、 な らびに個人住宅建設 に伴 う事前調査である。調査面積 は、調査 区を東西 50m、 南北

8mで設定 し、北側 で部分的に拡張 したので、合計436♂ であ った。1994年 10月 11日 か ら耕土 。

床土掘削を開始 し、 同年 11月 15日 に埋 め戻 しを完了、調査 を終了 した。

本調査区 は藤原宮西方官衛地区の北寄 りにあた り、東 には内裏跡 に作 られた醍醐池が望める。

また本調査区の南で は宅地造成や個人住宅の建設 に伴 って、発掘調査が実施 されて きた。 それ

によって、鎌倉時代 に存在 した二重 の環濠を巡 らす土豪 の居舘 と推定される遺構がみつかった。

環濠内部の建物 は後世 の削平 によって明かでなか ったが、第75-7次 調査 (本書 p.18・ 19所 収 )

で石組井戸がみつか り、環濠内部 に生活空間があることが判明 した。 さ らに丼戸底 の曲物 には

「承安四年 (1174)十 月」 の墨書銘があ り、環濠居館 に関わ る遺構 および遺物の年代 の上 限 が、

従来考え られていたよ り若干古 くな った。 しか し、一連 の調査で は、藤原宮期の遺構がほとん

ど確認 されていない。 これについてはこの付近で後世 に大規模 な地下 げがあ り、古代 の遺構 の

多 くがすでに削平 されて しまったと推定 されている。 したが って、本調査区で も平安時代末 か

ら鎌倉時代 (12世紀後葉～ 14世 紀)の遺構や遺物が主 としてみつか るもの と予想 された。

遺 構

基本層序 は上か ら耕土 (厚 さ20om)、 床土 (厚 さ10cm)、 地 山 の黄褐色土層 (厚 さ20cm)、 暗

褐色土層 (厚 さ15clll)で ある。 さらに後述す る井戸 S E 8272の 調査 によれば、以下数枚 の上層

と粘土層を経て、地表下 1.2mで 砂層 に達す る。 この砂層 の下 は礫層 で あ ろ う。 すべての遺構

は黄褐色土層上面 で検 出 した。検出された遺構 は古墳時代 か ら室町時代頃までの もので、 なか

で も平安時代末期～鎌倉時代初期の ものが予想通 り主体 で あ った (Fig.17)。 以下、 所属 時代

ごとに遺構を説明す る。

古墳時代の遺構 調査 区の東端で検出 した斜行溝 S D 8271で ある。その方位 の振れか ら所属 時

期を推定 した。

藤原宮期の遺構 掘立柱南北塀 S A 8270で ある。後述す る平安時代末期～鎌倉時代初期 の建物

遺構 と比べて、柱掘形 が方形 (一辺30cm)で あることか ら所属時期を推定 した。柱間寸法 は 2

～2.lm(7尺 )で 、 6間分 を検出 した。 ただ し、その方位 は北 で東 に振れ る。

平安時代末期～鎌倉時代 の遺構 掘立柱建物 2棟、南北溝 1条、井戸 1基、土坑数基 を検出 し

た。

S B 8273は 桁行 4間、梁行 3間 に復元で きる東西棟で、 柱 間寸法 は1.4～ 1.6mで あ る。 柱掘

形 は直径30cmの 円形である。 この中央 に石組井戸 S E 8272が位置す るので、 これ は井戸 を覆 う

建物、すなわち井戸屋形である。
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Fig 18 井戸屋形S B 8273(北 から)

S E 8272は 下端 に曲物 を三段重ねで置 き、

その上 の大半を人頭大か ら一抱え もある石 を

積み上 げて構築 した、深さ 2mの井戸である。

掘形 は石組部分 が東西 1.5m、 南北 2mの 長

方形で、曲物部分が円形である。曲物下端 は

砂層 に達 してお り、現在で もこん こん と水 が

湧 き出す。石組 の埋土か らは瓦器羽釜や土 師

器小皿、 カメの甲羅がなど出土 した。

S B 8274は 桁行 3間以上 (柱 間寸法 1.6～ 2

m)、 梁行 2間 (柱 間寸法2.lm)の 南北棟 で

ある。柱掘形 は円形で、直径 15cmと 小 さい。

S D 8275は S B 8273・ 8274の 東側 にあ る南

北方向の素掘 り溝である。 その縦断面形 は逆

台形で、上幅が2.5m、 底 幅が 0。 9～ 1.Om、 深

さが 1.lmで あ る。 埋土 か らは瓦器羽釜 。小

皿、土師器片 口・ 小皿 などが多量に出土 した。

埋土 に純粋 の砂層 を含 まないので、 これ は頻

繁 な流水 を伴 う水路の類で はな く、環濠 の一

部 とみ られる。

S K 8276は S B 8274の 南側 に掘 られた平面

形 が長方形 の上坑 であ る (Fig.22)。 そ の底

面 に完形の瓦器碗 7点 と瓦器小皿・ 土師器小

皿各 1点が一括 して埋め られていた。

室町時代以後の遺構 掘立柱建物 2棟、井戸

2基、土坑多数を検出 した。

S B 8278は 南北棟の北妻で、梁行 2間、 柱

間寸法 は1.2～ 2.Omで あ る。 S D 8275が 埋 没

してか ら建て られている。

S B 8277は 東西、南北 ともに 2間 (柱 間寸

法1.5m)の 建物で、柱掘形 は直径15cmの 円形

である。 これ は S B 8273・ 8274や S D 8275か

ら一定の距離があるので、当該期 に所属す る

もの と推定 した。

Fig 19 石組井戸 S E8272(北から)

Fig 20 東面環濠 S D8275(北から)

Fig.21 大型土坑 S K8283(南から)
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S E 8279・ 8280は 、それぞれ直径 1.2m、 0。 7mで 、深 さ lm以上 の素掘 りの井戸である。埋土

か らは瓦器片などが出土 した。

S D 8275の 東西 にある S K 8283・ 8284な どの東側の大型土坑群 は、 幅 9mの 範 囲 に南北 に分

布 し、 3～ 4列 か らなる帯状をなす。各土坑開口部の平面形 は、長辺 2.5m前 後、短辺 1.5m前

後、深 さは0.8～ 1,Omで 、壁 は垂直に立 ち上が り、底面 は平坦である (Fig。 21)。 土坑 の埋土 は

埋 め戻 したような堆積を し、土坑同士 は相互 に切 り合 う。埋土か らは瓦器片や中国産磁器、宋

銭 などが出上 したが、底面か ら完形品が出土す ることはなか った。 これに対 して、西側の大型

土坑群 は平面形が東側の ものに比べて小 さ く、浅 い。以上 のほか、不整形土坑 S X 8281・ 8282

や単独 の柱穴、耕作溝多数 などを検出 した。埋土か らは瓦器片や木炭片が出上 した。

遺 物

土器 は藤原宮期の ものが数点で、 12世 紀中頃～ 14世 紀 の瓦器 と土師器が大多数を占め る。 な

かで も S K 8276底 部 に12世 紀 中頃の瓦器椀・ 小皿 と土 師器小皿 が一 括 して埋 納 され て い た

(Fig.22)。 うち瓦器椀 3点が入子状 に重 なっていた。 4点の瓦器椀 の見込 と 2点 の底部外面 に

「 X」 印を焼成後 に針書 きしている。 なお S E 8272掘 形・ 埋上 の瓦器 は13世 紀末 ～14世 紀 で、

S D 8275埋 上の瓦器 は12～ 14世 紀 の ものである。 さらに中国産 (宋代か)青磁椀 の破片 が SK

8284な どの大型土坑群 とS D 8275の 埋土、中国産 白磁皿 の破片が S D 8275か ら出上 した。

瓦 は S E 8279の 埋土か ら藤原宮式軒平瓦6643Cが 出土 したほか、数片の丸瓦 と平瓦がある。

銅銭 は宋銭で、「熙寧元賓」 (1068年初鋳)が S K 8284か ら 1点、「元符通費」 (1098年初鋳 )

が他 の大型土坑か ら 1点出土 した。

|イi

0                  10Cm

Fig.22 土坑S K8276出 土瓦器と出土状況 (左下写真)

‘
Л
＝
＝
＝
＝

＼ ＼

―- 23 -―



まとめ

藤原宮期の遺構 はなぜ希薄か 藤原宮西方官衛地区は東方官衡地区に比べて、遺構密度が低い。

とくに西方官衛地区の北部で は、藤原宮期 の遺構がほとん どみつか ってお らず、本調査で も然

りである。 これについては従来か ら後世 の「地下 げ説」が指摘 されていた。後世 の地下 げが相

当深 く、藤原宮期の遺構が大部分削平 されたという可能性である。確かに平安時代末期の環濠

に関わる遺構 も、すでに生活面が失われてお り、 また S A 8270と S B 8273の 柱穴 の深 さは15～

20cmと 、平面形 の大 きさに比べて浅す ぎるし、 さらにいわゆる耕作溝 も他の調査地 の もの と比

べて浅す ぎる。

S E 8279か ら出上 した藤原宮式軒平瓦などは、かつて本調査区に藤原宮期の生活面 が まが り

な りに も存在 した ことを示そ う。 しか し、その数量 たるや、 S E 8272と S D 8275と い う掘形 の

深 い遺構か らの ものを含 めて も、微 々たるものである。 したが って、藤原宮期の この付近 に建

物があま り建て られないまま、平城遷都を迎えたという可能性 も考えられよう。今後、藤原宮・

京の地形的環境 を踏 まえた、当時の都市計画 と実際の土地利用 の現状 についての考察が必要で

ある。

平安時代末期 (12世 紀中頃)に つ くられたもうひとつの環濠  S D 8275は その構造 と周辺 の遺

構か らみて、一重の環濠の一部 と推定 される。つま りS B 8273・ 8274、 S E 8272は 、 東 を SD

8275に 囲 まれた内部施設 の可能性が高 い。つ ぎにその年代 の問題である。環濠などの施設 は、

S K 8276出 土 の瓦器 の年代か ら12世 紀中頃に設置 され、 S E 8272と S D 8275出 上 の瓦器 の年代

か ら14世 紀 まで存続 したとみ られる。 これ らの瓦器 の年代が本調査区のす ぐ南で発見 された二

重の環濠や石組井戸 出上 の瓦器の年代 と共通す ることか らみて、 S D 8275と 南の二重の環濠は、

同時に存在 した可能性が高 い。 S D 8275と S K 8284な どか ら出土 の青・ 白磁 と宋銭 は、 本来環

濠の内部施設で使われた ものだろう。

室町時代土坑群の性格 は S K 8283・ 8284を 含む東西の大型土坑群 の年代 は、 S D 8275の 西側

にそれ らと同様 の土坑群があることか ら、環濠居館廃絶後である。 また土坑の埋上の遺物には、

江戸時代 の染 め付 けなどが含 まれていないことか ら、所属時期 は室町時代 と推定す る。 これ ら

の性格 について は、集落墓 の可能性を指摘 しておきたい。それは土坑の形状 が直方体 を呈 し、

相互 に埋 め戻 してか ら切 り合 い関係があ り、土坑群が特定の範囲 に分布 してい るな どの点 が、

いわゆる中世の粘土採掘土坑 と異 なるか らであ る。 類似 した遺構 は、推定 山田道第 5次調査

(『概報』 24で は、粘土採掘土坑 と推定)な どで もみつか っている。人骨、棺桶、 さらに副葬品

といえるものが、今後付近 の類似 した遺構か ら発見 され るのを待 って、土坑の性格 に結論を下

したい。
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東二坊大路・宮東面 。東方官行地区の調査 (第75-13次 )

(1994年 11月 ～ 12月 )

本調査 は、市道 の拡幅に伴 う事前調査 として橿原市高殿町391-1、 392-1、 402-1、 374-

1に おいて実施 した。調査地 は道路両側 の法面であ り、 これを東西 190mあ ま りにわた って発

掘 した。発掘面積 は384ポ である。

当該地 は、藤原宮東方官衛および宮東辺外周部の左京四条三坊 の東北坪 にあた り、 これに関

連す る遺構が期待で きるところである。

遺 構

検出 した遺構 には藤原京東二坊大路 の東西両側溝、藤原宮東面外濠、東面大垣 、 東面 内濠、

先行条坊跡 などがある。以下、主要 な遺構 について述べ る。

S D170は 、藤原宮東面外濠である。溝幅 は検出面で5.7m、 濠底で 3m、 深 さは1.3mを 測る。

濠内の堆積 は暗灰色土、灰色粘土、灰色砂土、暗灰色粘土 に分 かれ る。 灰色粘 土層 は0.5mあ

まりと厚 く、 なかには相当数の木簡 を含 む多量 の棒状木片、木屑などが堆積 していた。木製品

の他 には、 ごく少量の上器片 と瓦片が出土 したのみである。 この灰色砂土、灰色粘土か らは 1

∬ あた り2,000個 を超す寄生虫卵 (回 虫卵、鞭虫卵、肝吸虫 な ど)を 検 出 した。 この寄生虫卵

の出現密度か ら見て、外濠 には多 くの糞便が流 れ込んでいた可能性が強 い。 なお、 この鑑定結

果 について は、後述す る。

S A 175は 、藤原宮の東面大垣である。 S D 170の 心か ら西20mの 位置 にある。 柱掘形 と抜 き

取 り穴 の一部 を 2箇検出 した。掘形 の規模 は東西が約 2m。 南北 は不詳である。

S D 2300は 、藤原宮の東面内濠であ る。 S A 175の 西 12.5mに ある。溝幅 は検 出面で3.2m～ 2.

6m。 溝 の東 の肩 はえ ぐられ大 きく広が る。検 出面か らの深 さは0,9mで ある。 濠 内か らは偏行

唐草文軒瓦 (6643C、 6646D、 6647A・ D)や 軒丸瓦 (6279B、 6278F)、 お よび木簡 1点 と削

り屑 2点などが出土 した。

S D 2281は 、第27次調査で東二坊大路西側溝 とされ、第32次調査では藤原京廃 絶以後 の溝 と

された南北溝である。 a(東 )、 b(西 )の 堆積があ り、 aか らbと 流 れが移動 して い る。 a

は幅 1.2m、 深 さ0.4m、 東の肩 に護岸用 の玉石がある。 bは 幅 1～ 2m、 深 さ0.3mで あ る。 溝

底 には a、 bと もに砂が堆積す る。遺物 としては、土器片が少量出土 した。

S D 3031は S D 2281の 西 6mの位置 にある南北溝である。第32次 調査の成 果 か ら、 東二坊大

路西側溝 とされた。幅 3～ 3.2m、 深 さ0.6mで ある。溝内には砂 が堆積 し、 土 器 が少量 出土 し

た。 S D 3031の 位置 は外濠 S D 170の 東40.35mに ある。

S D 3035は 、 S D 3031の 西約 6mに あ る南北溝である。 幅 1.3～ 1.6m、 深 さ0.4mで あ る。 溝

内には炭化物を含む黒褐色上が堆積 していた。第32次調査では、溝内に堆積 した土器が「飛鳥
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Ⅲ」を主体 とすることか ら他の遺構より遡る遺構 とされた。

S D 8310は 、 S D 2281の 東10.5mに ある南北溝である。幅1.5m、 深さ0.3m。 溝内には炭化物

を含む灰色砂が堆積 し、焼けコゲのある木屑や土器 (須恵器・ 土師器)片が出上 した。その位

置と溝の状況か らみて、東二坊大路東側溝の可能性が強い。

S B8311は、左京四条三坊西北坪で検出 した掘立柱の柱穴で、南北棟建物の南北いずれかの

妻にあたると思われるが、東西塀の可能性 もある。柱間寸法は1.6mで ある。

S A 8312は 、左京四条三坊西北坪で検出 した東西方向の掘立柱の柱穴である。柱間寸法 は不

等であり、塀 と想定 したが、建物の可能性 もある。

S A8313は、藤原宮内濠の西側で検出 した 3間分の東西塀である。柱間寸法は2.lm等 間であ

る。第29次調査では、 これに並行 して 5間 の東西塀 S A 2810を 検出 しており、あるいは一体 と

なって建物 となる可能性がある。その場合は桁行 5間、梁行 2間 の東西棟となるが、なお詳 し

い検討が必要である。

S D 2844は 、宮内にある先行条坊の東二坊坊間路 S F 2115の 西側溝である。溝の幅は0。98m、

深さは0,14mで ある。上面が削平をうけて浅 く、遺物は出土 しなかった。

S D 2845は 、東二坊坊間路 S F 2115の 東側溝であり、溝幅0,97m、 深さ0.35mで ある。 S D 284

4と 同様に、顕著な遺物はなかった。

以上の東西両側溝の検出により、 S F 2115の 路面幅は約6.5mと 確定 した。

遺 物

遺物には土器、瓦嬉および木製品がある。土器は藤原宮期の須恵器、土師器 と下層の弥生式

土器および土師器などがあるが、量的には少ない。

瓦埓は内濠 S D 2300に 集中 しており、軒瓦はすべてここか ら見つかった。軒丸瓦には6279B、

6278Fの 2型式 2点があり、軒平瓦には6643C、 6646D、 6647A、 6647Bの 3型式 2種 計 7点

がある。小面積の調査に関わ らず、完形品の出土が日立 った。

木製品には大量の棒状品と木簡、曲物などがある。棒状品は長 さ17。 18cmか ら22・ 23cm、 幅

0.5～ 0.6cmほ どのものが目立つ。 このなかには、やや細い「箸」状品 も含まれている。 棒状品

が堆積 した土層か らは 1爾 あたり2,000個 を超す寄生虫卵 (回 虫卵、鞭虫卵、肝吸虫など)を

検出しており、その出現密度から見て、外濠には多 くの糞便が流れ込んでいた可能性が強 く、

これらの棒状品は糞便にともなう欝木であろう。 これは糞へ らともいい、いわば トイレの「落

とし紙」である。

木簡は外濠 S D 170と 内濠 S D 2300か ら見つかった。 このうち大多数 は外濠か ら見つか って

いるが、現在整理中であり、 ここでは主要な釈文を掲げるのにとどめる。

縣主里 []直若万呂          031  115× 21× 6

付札である。内濠出土。
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御取飽□石 039   (197) 〉(29X 5

・ 頓首天下達 ¨…。宇下急

・ 急可罷処在故 日中之¨中□被賜菓

011   (125-■ 65) X27X 4

この 2点 は外濠 S D 170の 木簡 で あ る。 前者

は付札である。

外濠の木簡 は半分 ほどに割 り裂 いた ものが

多 く、木簡 としての機能を終えた後 に半分 に

割 って壽木 としたのであろ う。

木製品 としてはほかに、曲物 の底板 な どが

数点 出土 した程度である。 このよ うに、大量

の木製品 は棒状品が主であ り、相当数伴 う寄

生虫卵のあ りかたと考えあわせ ると、外 濠 に

は糞便 と トイ レ用品を一括 して投棄 した可能

性が高 い。

まとめ

本調査 の成果 のひとつ は、東二坊大路東西両側溝の検出である。東二坊大路 の東側溝 に南北

溝 S D 8310を あて ることは、溝 の位置 と水が流れた痕跡を示す溝内の砂 の堆積、および松 明の

一部 とみ られる焼 けコゲのある木屑 の出土などによって、 ほぼ明 らかであろ う。問題 は、対 と

なる西側溝 の比定である。

東二坊大路西側溝 については、第27次 調査の発掘段階で南北溝 S D 2281が それ にあた るとみ

た。 しか し、その後の第32次調査 で は、 この溝 に平安初期の土器が含 まれ ることが明 らか にな

り、 この溝を西側溝 にあて ることに疑 間が生 じた。

S D 2281の 西 6mと 12mの 位置 には、 これに平行す る 2条 の南北溝があ る。西 6mに あ るの

が S D 3031、 同12mに あるのが S D 3035で ある。 この うち、 S D 3031は 溝 内 に堆積 した遺物 の

年代 か ら側溝 として矛盾がないのに対 し、 S D 3035は 溝の土器が「飛鳥 Ⅲ」 であることか ら、

前者 を西側溝、後者 を宮造営前 にあてたのである。

しか し、 S D 3035に 関 して はその後 の検討 によって「飛鳥Ⅳ」的な土器 を含むことが判明 し、

S D 3031と 一連 の溝である可能性がでて きた。 したが って、東二坊大路西側溝 としては、 SD

3031と ともに S D 3035も 候補 とな りうる。

いま、 S D 2281と それに平行す る 3条 の溝 (心心距離)と の間隔を示す と、

a)S D 8310～ S D 2281=10.5m

b)S D 8310～ S D 3031=16.6m

iS'Ⅲ

Fig 24 S D 2300出 土軒瓦 (1:4)
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Fig 25 宮東面遺構概略図 (1:2000)

C)S D 8310～ S D 3035=22.6m

となる。 この うち、 C)の 226mは 平 城京 で

の大路推定値 の 7丈 (21m)に 近 いが、従来、

他で検出 した藤原京大路 の路面幅 とやや開 き

がある。他方、 b)の 16.6mは これ まで の成

果 とあ ま り隔 た らないので、 こ こで は SD

8310と S D 3031を 東二坊大路 の東 西両 側溝 に

あて、 S D 3035に 関 して は今後 の課 題 と して

お きたい。

調査成果の二 は、藤原宮 の東西規模 につ い

て、新 たな知見を得 たことである。 これまで、

藤原宮の東西大垣間の距離 について は、926.6

m程度 に復元 していた。 しか し、調査 の過程

で宮 の東辺部 を調査 した第27次・ 32次調査 の測量成果 に誤 りがあ り、その値がかな り大 きい こ

とが判明 したために、改めて、計算を行 った。

第 75-13次調査

東面 大垣 心

X=-166,406.40

Y=-16,957.650

第 66-11次 調査

西面大垣心

X=-166,43432

Y=-17,884.72

第 34次調査

西南 隅大垣心

X=-167,025.664

Y=-17,879。 397

第34次調査で検 出 した宮西南隅の心 と第66-11次 調査で検出 した宮西面大垣の心 か ら、 西南

大垣 の振れを求 めると、 0° 30'57"北で西 に振れを もつ。藤原宮 の大垣が正方形 と仮定 して、 東

西 の振れを求 め、今回調査の東面大垣心 と、第66-11次調査の西面大垣心 の距離を座 標 上 で求

めると、927m28cmと なる。 これは従来の値 よ り68cmほ ど大 きい数字である。

藤原宮外濠 における寄生虫卵・ 植物遺体分析

試料 試料 は外濠内採取 の以下の記載の 4点である。

外濠  5A」 B R R26・ 27 灰砂土  A

灰砂土  B

5A」 L R Q26・ 27 灰粘土 A

灰粘土  B

寄生虫卵分析 分析 は、試料 1面 にフッ化水素酸処理を施 しプ レパ ラー トを作製 して行 った。

1爾 あた りの出現数 は計数比か ら算定 した。結果 は表 (Tab.6)と 図 (Fig。 26)に 示 した。

寄生虫卵 は回虫、肝吸虫、横川吸虫、 日本海裂頭条虫、有 。無鈎条虫、 マ ンソン裂頭条虫が
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検 出された。 4試料中 3試料 において試料 1面 あた りの出現密度 が 2,000を こえ る。 鞭虫卵 と

肝吸虫卵 は各試料 とも多 く、回虫卵 と横川吸虫卵 は試料 によって異 なる。寄生虫卵組成か ら人

に起因す る寄生虫卵 とみなされ る。寄生虫卵 の出現密度か らみて、外濠の堆積物 に多 くの糞便

が含 まれているとみなされ る。

学名

Ascarlis′ LJ,,bttcor」 cs

TrrcrIIμtts t,cttrura

crottorcん rsすracttsis

池俺どagon力η ys/o々ogawar

D,p角ノ〃0どhrrtrna 河デイ
'0河

karCr,se

程でЛra sO打 と,阿‐SagFr,ata

(1/10CC中 ) 5/生IB RR26。 27  5AJL RQ26。 27

部位 灰砂土A灰砂土B 灰粘土A灰粘土B
分類群

和名

Dわ ′ョ/rrOb()rrEorl口阿 河,attЮ河F

回虫

鞭虫

肝吸虫

横川吸虫

日本海裂頭条虫

有 。無鉤条虫

マンソン裂頭条虫

卵殻    52   14    46   83
リロ売費       115      41       103     104

夢F病災       81      9      58     58
りF売史         4                  6      39

リロ売史                     2          2         2

卵殻              1
り,売費          1

253      66      216     286

(2530)   (660)   (2160)  (2860)

Total 言十

(lca13に算定 )

Tab 6 藤原宮外濠における寄生虫卵分析結果

分

類

群

試 料

回

　

虫

　

卵

鞭

　

虫

　

卵

肝

吸

虫

卵

横

川

吸

虫

卵

他

¢

寄

生

虫

卵

外

　

　

濠

5AJB RR26・ 27

灰砂土A

灰砂上B

5A」 L RQ26・ 27

灰粘上A

灰粘土B

― |

ー

ー

1∞∞相れ語

Fig 26 藤原宮外濠における寄生虫卵組成

花粉分析 分析は、試料に水酸化カ リウム処理、フッ化水素処理、

を施 し行 った。花粉出現量 (定 量)に ついては、その計数比か ら 1

た。結果は表 (Tab.7)と 図 (Fig.27)に 示 した。

各試料ともほぼ同 じ傾向を示 し、樹木花粉より草本花粉が多い。

ガシ亜属・ スギ・ マツ属複維管束亜属の順に多い。草本花粉ではイ

アセ トリシス処理の各処理

試料 1面 の出現数を算定 し

樹木花粉ではヨナラ属アカ

ネ科・ アカザ科―ヒユ科・
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Taxaceae― Cephalotaxaxeae― Cupressaceacイ チイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科

Arboreal po■ en
Po」ocaェ pus
Attes
7`uga
Pれ us svbgeコ Dわlovron
鉤 tOmeコ aデ叩 OnICa

Scradopr,s yerBcrra協

Pterocaryaれοittlia

Berura
coryrus

Carphus_osと va Japonた 2

Casttnea creメ ユ濃協…CasranOpsた

Fagus
OVerCus subgera ■epr」οbaメa/1us

的 口s―み rたo▽a sθ H4餡
Ceras Aphaコ anbe adpera
Acer
Frax■a口d

TJprla_sparganfwコ

駒ゴ的浪
Granuneae

OIya ttθ
的 eraCeac

Attο ■οcね oria

Rllrmex

POryg。 コun decと P94剪Carra

Fagopyxv節

Caryophyllaceae
Ranuncnlus

Cruclferae
Umbelliferae
Solanaceae
Praコ rag。

Valerianaceae

AcM】 oste―ar。腕 1,ュ

Nonarboreal ponen
Total pollen
Unknown po■ en

マキ属
モミ属
ツガ属
マツ属複維管束亜属
スギ
コウヤマキ

サワグルミ
カバノキ属
ハシバミ属
クマシデ属―アサダ
クリーシイ属
ブナ属
コナラ属コナラ亜属

ニレ属―ケヤキ
エノキ属―ムクノキ
カエデ属
トネリコ属

ガマ属―ミクリ属
オモダカ属
イネ科
イネ属型
カヤツリグサ科
ミズアオイ属
ギシギシ属
タデ属サナエタデ節
ゾバ属

ナデシヨ科
キンポウゲ属
アプラナ科
セ ツ科
ナス司
オオバコ属
オ ミナエシ科
ゴキズル

草本花粉
花粉総数
未同定花粉

１

１

９

２．

　

３

　

　

１

１

６

　

４

２４

　

１

２

グ

８

７

１

１

　

　

　

１

７

１

２

７

６

４

１

２

６

２６

４８

４

５

１

２

１

３

２７

　

６

７９

４

２

　

１

２

３

・２

・６

１

５

　

　

１

２

・２

２

４

傷

５

６

２

５

　

５

４

９

９

１

２

　

３

３

４

７

４

１

３

３

　

４

６

３

２

１

５

　

１

４

８

９

１

１

６

１

２

５２

６

・２

１

　

６

　

・６

３

４

２４

２

２

１

　

１

３

　

５。

３

３

７

４

８

１

０６

７

２３

・１

５

１

４

　

３

OVerCぬ Subg94 0c/ο baranopSる     コナラ属アカガシ亜属

Samb口 clls～ bv,コロrra         ニフトコ属―ガマズ ミ属                  2
Nonarboreal pouen         ~草 本花粉

~~~~~――――――――――――

Chenopodiaceae―Amaranhaceae    アカザ科―ヒユ科

bctucoideae             タンポポ亜科                  2         1
ム teroideae             キク亜利                2    3     2    2
CartharЯ,vs tncloどれs             ベニバナ                      2     1       1     2
Arter,1るカ              ヨモギ属               37   30    42   26
Fer議議 ご

~~~~~― 一 一 一 ― ―
勘 了 一

―

Monolate type spOre 単条溝胞子 38         5       10
Trdate type spore          三条溝胞子               2   10    2    8
Arboreal ponen                      木本花粉                             116     218       101       72

280      268        190      171
396      486        291      243

6        4          5        2
Fem sっore             シダ植物胞子 7      18

Tab 7 藤原宮外濠における花粉分析結果

ヨモギ属が優占する。ガマ属―ミクリ属・ ミズアオイ属の水湿地植物が出現する。 アブラナ科

は 3%前後の出現率を示す。

種実同定 それぞれ100ccを 0。25mmの 舗で水洗選別 し、分類を肉眼および実体顕微鏡下で行った。

各試料 とも傾向は類似 し、樹木の種実より草本の種実がきわめて多い。 ヒユ属・ ナデシヨ科 e

キンポウゲ属などが多い。水湿地植物のコナギも検出されている。食用 となる植物 の種実 とし

ては、ウリ類種子が多 く、他にイネ類・ ヤマモモ核・ キイチゴ属核・ サ ンショウ種子 。マタタ

ビ種子 。ナスが出現 している。
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学名

分類群 5A」 B RR26。 27 5AJL RQ26・ 27

灰砂土A灰砂土B 灰粘土A灰粘土B
afbor

Myrrca rubra Sメ eう . et Zvcc

R ubys

Zanttoxyfum pゎ erftum DC

A髄れ ,」ra p。′ygama Prancね . 9ズ  MaxJim

herb

Chara

Oryza satrya L.

Setatta

Granuneae A・ B

Ane」θlma kcお a々 Frassk

れ石o■ocrloria K。ぉ矛 oNitteger et Maacた

Monoc・rPorFa vagと ,artts Pre訂

距 r praメ 】tag″ ,ca SOカュ下

'切

ub

S,rpus

(勇瑠9erlls

F�b洵む|ノる diぬOrOntt yaヵ′

的 era∝ ac

Poryg。 コuJ,l ThunberBtt Sん う ct ZIIcc

Porygor,コ r,,A・ B

Rwコ ex

Cttenopoど■灯節

Armaratthus

Porttraca Oreracea L

働 ryophylraceaθ

Raメ】口節CロゴuS

oxarus

Fry」rocOりθ

Petta

soranv血 阿erOngeコ a L.

Solanaccae

Cucuπws mero L.

樹木

ヤマモモ

キイチゴ属

サンシ ョウ

マタタビ

草本

シャジクモ属

イネ

エノコログサ属

イネ科A・ B
イボクサ

ミズアオイ

コナギ

ホタルイ属

カヤツリグサ属

テンツキ

カヤツリグサ科

ミゾソバ

タデ属A・ B

ギシギシ属

アカザ属

ヒユ属

スベ リヒユ

ナデシヨ科

キンポウゲ属

カタバ ミ属

チ ドメグサ属

シツ属

ナス

ナス科

ウリ類

子

子

核

核

種

種

1

11

2

タカサブロ

卵胞子

穎

穎

穎

種子

種子

種子

果実

果実

果実

果実

果実

果実

果実

種子

種子

種子

種子

果実

種子

果実

果実

種子

種子

種子

破片

果実

2

8

1

7

０

２

　

４

14

1

2

4

24

７

３７

６

２

８５

９

２７

８

２９

・８

１

５

・６

５

６

８３

４

４６

狙

７

７

．

２．

３

　

８．

２

３５

６３

８

・６

６

６

１

２

７

４。

８

６

３４

８

２２

３２

・９

６

２

２３

４４

・２

・０

一
４４７

１

５

３

２

６

一
５７２

5

2

32

8

8

4

18

28

11

合計 411

Tab 8 藤原宮外濠における種実同定結果 (試料100cc中 )

考察 外濠堆積物の分析の結果、 4試料中 3試料が2000個 をこえる寄生虫卵の出現密度を示 し、

糞便が多量 に含まれる堆積物 とみなされる。花粉分析では、周囲か ら供給された花粉が多いよ

うで、アブラナ科が少 し出現するほかは、食用植物の花粉はあまり出現 していない。種実では

4試料中 3試料か ら 1割か ら2割程度果実や種子の食べ られる植物種実が含まれている。以上、

外濠は人の糞便が多量に混ざりつつ、周囲の植生か らも花粉や種子が供給されて堆積 したと考

えられる。

なお、周囲の植生であるが、 とユ属 (ア カザ科一ヒユ科)・ ヨモギ属・ イネ科などのやや乾

燥 した人里に好んで生育する草本が多 く、排水のよい乾燥地であったと推定される。外濠には、

Total
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ガマ属 ― ミク リ属や コナギの水湿地植物 や タデの仲間が繁茂 してお り、水湿地状の状態であっ

た。 なお、周辺地域 にはヨナラ属 アカガシ亜属 を主 にスギ・ マツ属複維管束亜属などの樹木が

多か った。

試

　

料

寄

生

虫

卵

花

　

粉
‐ 樹木花粉

種

　

実
‐ 食用

外

　

　

濠

5A」B RR26。 27

灰砂土A

灰砂土B

5A」L RQ26・ 27

灰粘土A

灰粘上B

―

一

―

    I

―

    :

‐           :

口                  |

“
        I

―
       I

: ! 1 1 1 1 
・

I

I !       !   1       1 1
5× 102 grans/cBIn3 5 X 103 Brai胚 /crn3  50gransノ/∽や

Fig 27 藤原宮外濠における寄生虫・花粉・種実出現図
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3 宮西面外濠 の調査 (第75-1次 )

(1994杢F4月 )

本調査は道路築造に伴 う事前調査として、橿原市四分町で行 ったものである。調査地は藤原

宮西面外濠の位置にあたる。東西25m、 南北 4mの調査区を設けて調査を実施 した。層序 は上

か ら順に、褐色粘質土 (耕作土)、 緑灰色微砂 (床土)、 黄色粘質上、茶褐色上、暗褐色粘質土

(弥生時代包含層 )、 青灰色粘質土 (地 山)で ある。

西面外濠 S D 260は 、暗褐色粘質上の上面から切 り込む。本調査区における濠幅は東西約 13

mで ある。最上層は青灰色微砂層で、 この土層の下から外濠の堆積層暗灰色粘質土を耕作土と

する10世紀代の水田を検出した。水田は外濠の東寄 りに 2枚あった。水田S X 8314は 東西約 10

m、 南北長は調査区外のため不明である。南の水田 S X 8315と の間は、下幅35cm・ 高 さ15cmの

畦畔で区画する。なお、西に偏 した位置に水口を切 っており、南側か ら北側の水田に水を送 っ

ていたと考えられる。水田の西側には下幅70cm・ 高さ12cmの 畦畔がある。 この西に幅1.7m・ 深

さ0.5mの 南北溝 S D 8316が ある。溝の埋土は、暗青灰色微砂や青灰色細砂である。なお、水田

S X 8314に は畦畔を切 って S D 8316か ら水を取 り入れた痕跡が残 っていた。

さらに下げて、暗灰色砂質土に達 したが藤原宮期の堆積層にいたることは出来なかった。

今回の調査において、西面外濠は10世紀代には水田化されていたことが明 らかとなり、中世

におけるこの地域の土地利用を考える上で貴重な資料を提供することとなった。
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Fig 28 第75-1次調査遺構図 (1:200)
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4 宮 内その他 の調査

A 第75-5次調査

(1994年 6月 ～ 7月 )

本調査は水道管の付け替えに伴 う事前調査 として、橿原市高殿町で行 ったものである。調査

地は藤原京左京六条三坊西北坪か ら宮西方官衛地区にかけて、幅70cm、 総長約900mに およぶ。

深さは一律に地表下1,4mで ある。西面大垣周辺の諸施設、東西両朝集殿の検出が期待 された

が、調査区の幅が狭 く、かつ旧管埋設時の掘形の再掘削を原則 としたこともあって、藤原宮期

の遺構 と確定できるものは検出できなかった。

B 第75-9次調査

(1994生F9ゲ])

本調査 は個人住宅改築 に伴 う事前調査である。調査地 は藤原宮内の東方 ほぼ中央部 に位置す

る。 これまでにも、調査地のある高殿の集落内で小規模 な調査がお こなわれているが、藤原宮

に関連す る遺構 はな く、主 として中世 の遺構が検出されているのみである。本調査で も藤原宮

に関わる遺構 は検出で きなか ったが、中世 の遺構を検出 した。検出 した遺構 は池状遺構の一部

である。基本層序 は現代の地表面か ら近代 の整地土、褐灰色上、 14～ 15世 紀 の土師器 を含 む暗

青灰褐色土である。

池状遺構 S X 8240は 掘形を掘 り、その内側 に人頭大 の石を並べ、裏込土で石 を固定す る。 部

分的には階段状 に二段 に石が据え られている。 まわ りの石 の上端か ら底 までは約30cmと 浅 く、

池であるかどうか疑間がある。調査区内で は、石 はほぼ四半 円状 に並んでお り、全体 は直径 3

m程度 の円形 と想像 される。

池状遺構内か らは14～ 15世 紀の瓦器が出土 した。
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Fig 30 池状遺構 S X8240Fig 29 第75-9次調査遺構図 (1:100)
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